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期待される水準を大きく上回る 

 

[判断理由] 

 「研究活動の実施状況」のうち、研究の実施状況については、教員一名当たり年間平均

約５件の研究論文を著している。共同研究・受託研究は、年平均 17.5 件であり、文部科学

省特別事業費研究「人・自然・地球共生プロジェクト 2002」等において中心的役割を果た

している。研究資金の獲得状況について、年平均 8.7 億円を 10 名の専任教員により獲得す

ることなどは、優れた成果であることから、期待される水準を上回ると判断される｡ 

 「共同利用・共同研究の実施状況」のうち、共同研究は、年平均 21 件採択され、情報基

盤センターのスーパーコンピューターのリソースの 58％を外部研究者に割り当てている。

大気海洋結合気候モデルのユーザー数は 80 名以上に増えている。また、特別教育研究経費
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上げている。これらは、共同利用・共同研究の成果である。得られた気候モデルとモデリ

ング研究の成果は、温暖化に伴う影響評価に使用されつつあり、関係者から信頼を得てい

る。４年間で７件の学会賞等を受賞している。これらの状況などは、優れた成果である。 

 以上の点について、気候システム研究センターの目的・特徴を踏まえつつ総合的に勘案

した結果、研究成果の状況は、気候システム研究センターが想定している関係者の「期待

される水準を上回る」と判断される。 
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相応に改善、向上している 

 

当該組織から示された事例は３件であり、そのすべてが、「大きく改善、向上している、

または、高い質（水準）を維持している」または「相応に改善、向上している」と判断さ

れた。 
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